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情報連合からひも解く嗅皮質の機能地図

行動している動物（マウ
ス・ラット）から直接神経
活動を記録する手法に関す
るお手伝いができます。ま
た、匂いを使った新しい医
療に関する議論を医療、産
業界の人たちと幅広く行っ
ていきたいです。
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 例えば、匂いを情動に変換する嗅皮質領域とその神経回路
機構が明らかになれば、匂いを用いて気分障害を治療する新
しい発想の治療法につながる可能性があります。すなわち、匂
いを使って疾患を治療する“嗅覚医療”の確立を目指します。

1991年の嗅覚受容体発見以降、嗅覚研究は飛躍的に発
展してきました。しかし、2 次中枢である嗅皮質の研究は始
まったばかりで、多数ある嗅皮質領域の個々の機能はほとん
どわかっていません。私は、高精度の in vino 電気生理学的
手法を開発し、学習行動中のマウスからリアルタイムで嗅皮
質の神経活動を記録することで、匂い情報をどのように情動
や行動に変換するのかを明らかにしようとしています。そし
て、嗅皮質が匂い情報と高次からのトップダウン情報（報酬
や運動などの情報）を個々の嗅皮質領域で特異的に連合して
いることを発見しました。本研究ではすべての嗅皮質におけ
る連合機構を明らかにし、嗅皮質の機能地図を構築します。
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